
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

・家庭で子どもの年齢に応じた“性”についての話をできるようにする。
・ジェンダー平等について理解する

目的

内容

方法

講演会

・包括的性教育について
・成長段階に合わせた性教育
・最初は何から伝えるか
ープライベートゾーン
ー相手の気持ちを考える

・ジェンダー平等の視点も必要
・親も一緒に学ぶ
ー伝える時は準備や練習を

対象 講義－小学1～2年生の子を持つ保護者 30人
ワークショップー小学1～2年生の子とその保護者 10組

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討 課題解決のための行動

ご家庭での性教育ではどんなこと
を教えていますか？
（教える予定ですか？）

・いまの考えを整理してから講義
を聞いてもらう

ミニ講義「自分らしく」

・自分の身体を大切に
触られたい、見られるのが嫌な

ら伝えていい。

・“性”もいろいろ
女の人、男の人だけじゃない

講義 個人ワーク ワーク 講義

きょう知ったことをおうちでも
話してみよう

・家庭で講座内容を振り返る
促し

講義

基点・基軸の形成

【趣旨】小学校低学年の子を持つ保護者のための、家庭での性教育の最初の一歩となるような講演会とワークショップ。子どもと体の部位や、多様な性の在り方につ
いてのワークを通して、性について話すことへの抵抗を減らすとともに、性教育にもジェンダー平等への意識が必要であることを啓発する。

課題解決

社会…国際セクシュアリティ教育ガイダンスを基とした包括的性教育の周知・実践が進まない。保護者世代が性について話すことに抵抗がある。
地域（静岡市）…性や妊娠・出産等に関する理解の促進（市の男女共同参画行動計画）

課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

連携先 県内の性教育サークル／静岡市助産師会

目標

【事業名】からだとこころをまもるジェンダー教室 “性”について子どもと話そう（講演会90分）（ワークショップ40分×2）

振り返り

独立行政法人国立女性教育会館 令和４年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

静 岡 県 ・ 石 川 朋 美

アンケート

講演・ワー
クショップ
それぞれで
理解度を確
認する設問

会場
アイセル21
（静岡市女性会館）

広報
WEB、SNS告知
チラシ配布

講演会 90分

ワークショップ

・保護者は子どもと話す練習の場
第1部 からだのはなし
・からだの名前
→カードゲーム
プライベートゾーンを知る

・「NO」という練習
→プライベートゾーンを
触られたら「いや」と
いう練習

第2部 こころのはなし
・女の子らしい？男の子らしい？
→いっしょに考える
どんな例が出たか共有

ワークショップ 第1部40分 第2部40分

takano
四角形




